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2019 年 9 月 27 日 

 

2019 年度第 1 回学校関係者評価委員会議事録 

学校法人山口学園 

ECC 国際外語専門学校 

学校関係者評価委員会 

 

学校法人山口学園 ECC 国際外語専門学校は､｢学校関係者評価委員会規定｣に基づき 

2019 年度第 1 回学校関係者評価委員会を実施いたしましたので､以下の通り報告いたし

ます｡ 

 

1 実施日時 2019 年 9 月 7 日(土) 14:00 - 16:00 

 

2 実施場所 ECC 国際外語専門学校 1 号館 4 階 401 教室 

 

3 学校関係者評価委員(ECC 国際外語専門学校 学校関係者評価委員会規定に基づく) 

（１） 【関連業界等関係者｢同第 12 条第 1 項(1)｣】 

委員長 

  塩谷 典子氏  株式会社 TEI 大阪支店 支店長 

下西 由子氏     大阪ｾﾝﾄﾚｼﾞｽﾎﾃﾙ株式会社 

                  ﾗｰﾆﾝｸﾞ ｱﾝﾄﾞ ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ 

小椋 圭一朗氏   社会福祉法人日本ﾍﾚﾝｹﾗｰ財団 副理事長 

西出 由佳氏     株式会社 K ｽｶｲ 旅客･営業部 ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

 

【保護者または地域関係者｢同第 12 条第 1 項(3)｣】 

中上 隆雄氏     済美地域社会福祉協議会 会長 

 

【高等学校関係者｢同第 12 条第 1 項(4)｣】 

貴治 康夫氏     立命館高等学校 教員 
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（２） 本校関係者 

瀧山 淳一    ECC 国際外語専門学校 学校長 

大谷内 圭    ECC 国際外語専門学校 副学校長･教務課責任者 

伊藤 功      ECC 国際外語専門学校 進学指導ｾﾝﾀｰ ｾﾝﾀｰ長 

木村 泰一    ECC 国際外語専門学校 留学生事業部責任者 

川添 雅英    ECC 国際外語専門学校 留学生事業部副責任者  

東井 喜美    ECC 国際外語専門学校 教務課副責任者  

松井 治      ECC 国際外語専門学校 英語課責任者 

福本 雄三    ECC 国際外語専門学校 ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ ｾﾝﾀｰ長 

洪 錫吉      ECC 国際外語専門学校 入試課責任者 

新谷 優貴子  ECC 国際外語専門学校 教務課 専任教員 

三木 武志    ECC 国際外語専門学校 学園自己点検評価室長  

山本 昂輝    ECC 国際外語専門学校 ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

宇佐見 眞也  ECC ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ専門学校 学校長 

 

4 報告内容 

報告者:瀧山 

学校法人山口学園創立 36 年､ECC 国際外語専門学校創立 35 年となり､昨年 4 月には

1035 名の新入生を迎えた｡現在の学生数は 1 年:1074 名 2 年:787 名 3 年:51 名 4

年:21 名の 計 1933 名が在籍しており､内 3 割が留学生となっている｡その中で今年度

は昨年のような自然災害等もなく無事に前期を終了した｡今年度の大きな改定として教

職員ﾌﾛｱを改装し､情報等の連携強化を図った｡学習環境改善に向けた学生への取り組み

としては､学内にWi-Fi環境を整え､ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞや ICT化授業の導入準備を進めている｡

また学生への連絡ﾂｰﾙとしてｽﾏﾎｱﾌﾟﾘを導入し緊急時に対応できる仕組みを構築した｡卒

業生への取り組みとしては､昨年より校友会を実施しており､63 名の卒業生が参加した｡

同じく昨年からの取り組みとして､学校法人山口学園でのｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育を通して学んだこ

とや成長した事を､日本人は英語､留学生は日本語で発表する学生の成果発表の場

｢Global Education Awards(以下 GEA)｣を学園全体で開催し国際化への取り組みを進

めている｡今年度第 1 回目の同委員会では､学内にて実施した自己点検を通して見つかっ

た課題等を担当者より報告させていただき､委員の皆様よりご意見を伺いたいと考えて

いる｡ 
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基準 3 【教育活動】 報告者:大谷内 

今年度の取り組みとして､ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏﾎﾟﾘｼｰ､ｶﾘｷｭﾗﾑﾎﾟﾘｼｰを明確に設定した｡ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏﾎﾟﾘｼｰと

は育てる目標人材像であり､また目標人材像を具現化するためのﾌﾟﾛｾｽとしてｺｰｽ毎にｶﾘｷ

ｭﾗﾑﾎﾟﾘｼｰを設定した｡合わせて､各ｺｰｽにｺﾞｰﾙ(就職先､資格等)を設定し学生に周知した｡課

題として学内のﾙｰﾙや伝達内容が多岐にわたるため､教職員間の情報共有や効率的な伝達

方法を確立することが必要だと考えている｡ 

 

3-8-2【学科毎の修業年限に応じた教育到達ﾚﾍﾞﾙを明確にしているか】 報告者:東井 

ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏﾎﾟﾘｼｰ､ｶﾘｷｭﾗﾑﾎﾟﾘｼｰ､各ｺｰｽｺﾞｰﾙを設定し､学生全員が参加するｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの場で共

有を行った｡ 

 

3-9-4｢授業評価を実施しているか｣ 報告者:東井 

2018 年度後期より年間２回実施していた授業ｱﾝｹｰﾄを年間 4 回に増やした｡加えて教職

員によるｸﾗｽｵﾌﾞｻﾞｰﾌﾞを行い､授業検証の機会を設けた｡また改善が必要と思われる授業

についてはｸﾗｽｵﾌﾞｻﾞｰﾌﾞ､授業ｱﾝｹｰﾄの内容を活用し改善事項発見に努めた｡課題としては､

その後の検証の徹底が必要だと考えている｡ 

 

報告者:伊藤 

進学指導ｾﾝﾀｰは大学への編入学合格を第一目的としている｡そのためｶﾘｷｭﾗﾑ､教育方法､

並びに卒業後の進路は他の専門課程と異なる｡卒業時の出口を確保する為､大学との推薦

制度の締結や編入情報の収集が必要不可欠であり､今年度は関関同立､中堅私大を訪問し

情報収集に努めた｡ 

 

報告者:木村 

日本語学科では 500 名弱の留学生が日本語を学んでいる｡定期的に授業ｱﾝｹｰﾄ評価(5 段

階)を実施しており､4 点以上が合格ﾗｲﾝ｡4 点未満は授業ｵﾌﾞｻﾞｰﾌﾞを実施し改善に努めて

いる｡また､講師より具体的な改善点を求められるｹｰｽが多かった為､4 段階評価に改善す

ると共に､ｱﾝｹｰﾄ項目を 21 項目に細分化した｡ 

 

3-10-2｢作品及び技術等の発表における成果を把握しているか｣ 報告者:松井 

全英語授業ｸﾗｽより 1 名代表者を選出し､毎年 7 月に学内にて英語ｽﾋﾟｰﾁｺﾝﾃｽﾄを実施して

いる｡また上位 3 名は 9 月の全国大会に出場する機会を設けている｡新たな取り組みとし

て､昨年より学校法人山口学園でのｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育を通して学んだことや成長した事を､日

本人は英語､留学生は日本語で発表する場として｢GEA｣を設けた｡ECC 国際外語専門学

校では全ｺｰｽより 1 名もしくは 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟを選出し､200 名を超える観客の前で発表を行

った｡今年度は 400 名の動員を目標に取り組んでいる｡ 
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3-11-2｢資格･免許取得の指導体制について｣ 報告者:松井 

TOEIC の受験機会を年間 4 回､全学年必須で設けている｡今年度の受験率は 1 回目が 1

年生 97%･2 年生以上 77%､2 回目が 1 年生 88%･2 年生以上 49%となり､2 回目の

2 年生の受験率が下がってしまった｡就職活動を目的として受験する学生が多いため､ﾓﾁ

ﾍﾞｰｼｮﾝ低下が原因だと考えている｡今後は期末評価項目に TOEIC の評価を入れ､受験率

の向上を図り､入学から卒業までの英語力の成長率を計測していきたいと考えている｡ 

 

3-12-1｢資格･要件を備えた教員を確保しているか｣ 報告者:大谷内 

学生数の増加に伴い､教員の確保が必要だと考えている｡また､教員の専門性によって､1

人あたりの授業数や科目数が異なるため､現在授業数や科目数のｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ策定を行って

いる｡ 

 

3-12-3｢教員の組織体制を整備しているか｣ 報告者:大谷内 

ECC 国際外語専門学校では学校運営を行う職員と教授を専門とする教員の 2 体制で運

営している｡現在は教員の役割分担を明確に示せておらず､ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ策定､教員の業務の

明確化を行っていく｡ 

 

報告者:川添 

専門課程留学生ｺｰｽは留学生だけで編成されており､2学年100名強の学生が在籍してい

る｡教員の資質や授業力向上への取り組みについては､ICT 外部研修に定期的に参加し､授

業内に iPad を導入するなどｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞとして活用できるよう教職員に情報共有を行

った｡ 

 

基準 4 【学修成果】 報告者:大谷内 

就職や進学において質の向上を目標に取り組んでいる｡特に卒業後の進路が多岐にわた

る語学系ｺｰｽについては､より職業観を身に付けさせるため企業連携を強化したい｡また､

資格取得への意識を高める明確な提示方法､周知が課題となる｡ 

 

報告者:松井 

留学に関して､夏の短期留学に力を入れている｡ｾﾌﾞ島への留学を推奨しており､特徴とし

て1日の半分はﾏﾝﾂｰﾏﾝﾚｯｽﾝを行う｡英語力を身に付ける環境が整っており､初年度30名､

2 年目は 69 名､3 年目は 99 名､今年度は 155 名と年々参加者が増加している｡特に今

年度は参加人数が多いため､時期を8月出発と9月出発の2回に別けて実施｡また昨年は

欧米への留学を希望する学生が多く､後期終了後の春休みにﾏﾙﾀ島への留学を実施したが､

就職活動と重なったため出発時期を見直す必要がある｡一案として夏にｾﾌﾞ島と欧米への

同時実施を検討している｡行き先の決定については学生の英語ﾚﾍﾞﾙによって振り分けを

予定している｡ 
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4-13｢就職率｣ 報告者:福本 

今年度 8 月末の内定率は 79.3%で昨年よりも上回った｡課題として､ｺｰｽ毎の人間力向上

と就職対象者の 40%強を占める語学系ｺｰｽ生への就職指導だと考えている｡語学系ｺｰｽは

入学時の段階では卒業後の進路が不明確であり､且つ就職先も多岐にわたる｡また一般企

業で働くｲﾒｰｼﾞを描けていない学生が多く､対策として入学時より就職観を養うことを目

的とした､企業との連携を行う｡また入学年次からの育成ｽﾄｰﾘｰの見直しを行う｡ 

 

4.14｢資格･免許の取得率｣ 報告者:東井 

資格目標を書面で提示出来ていなかったので､今年度は学生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ時や初回の授業に

て授業計画表を配布し､ｺｰｽ毎の取得目標資格を学生へ周知した｡ 

 

4-15｢卒業生の社会的評価｣ 報告者:福本 

現状卒業生の動向を把握するための明確な仕組みはなく､今後整備が必要だと考えて

いる｡今年度の取り組みとして 2016 年 4 月以降に ECC 国際外語専門学校の学生を

採用した企業､388 社へｱﾝｹｰﾄを送付した｡内容については卒業生の在籍調査と働くた

めに必要なｽｷﾙ(12 項目)について 5 段階評価で作成｡返却期日は 9 月 13 日迄として

おり､現在 100 社を超える企業より返信を頂いている｡ 

 

【基準 3･基準 4 に関するご意見･ご質問】 

Q:留学生への授業ｱﾝｹｰﾄについて､文化の違い等によって改善が難しいと思われる意見に

対してどの様に対応されているのか｡(下西様より) 

A:内容により非常に難しい対応を迫られる場合もあるが､可能な範囲で改善を進めてい

る｡回答と少しずれてしまうが､以前留学生より英語で授業をして欲しいという意見が

あった｡授業はすべて日本語で行っているため､その様な意見に対処する為にも､入学

時にしっかりと授業の進め方について説明し入学後のｷﾞｬｯﾌﾟを減らしていくよう努め

ていく必要があると考えている｡(木村) 

 

Q:授業の課題について､担当講師へどの様にﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸしているのか｡(小椋様より) 

A:ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ時に一方的に提案を行うのではなく､何処が問題かを共に考え､改善を図っ 

ていくよう努めている｡(東井) 

 

Q:担任が交代される際､どの様な引継ぎがなされるのか｡(小椋様より) 

A:指導方針や学生情報を担当者間で共有し､以降の運営に関しては教務ｽﾀｯﾌがｻﾎﾟｰﾄし､

学生が不利益を被らないよう取り組んでいる (東井) 
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Q:TOEIC 受験の制度や留学制度が充実している一方で､社会に出た際に学んだことを活

かせていない学生が見受けられる｡資格取得が目標になっている様に感じており､日常

で活かす為の取り組みが必要だと考える｡また､欧米への留学は､英語ﾚﾍﾞﾙだけでなく､

学生の個性を考慮して行き先を決定するのはどうか｡(西出様より) 

A:資格取得を目標としている学生が多い｡その改善策として英語を話す力を強化する目

的で､ｾﾌﾞ島留学を導入した｡また来年に向けて英語ｶﾘｷｭﾗﾑの変更を予定しており､自ら

の意見を英語で話せる力が付く様取り組んでいる｡具体的な内容として CLIL と呼ばれ

る内容と言語を統合した学習方法を導入することを決定している｡専門科目を英語で

教えるだけでなく､学生のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力向上を目的とした内容を予定している｡欧米

への留学に関しては､ｾﾌﾞ島のﾏﾝﾂｰﾏﾝﾚｯｽﾝと異なり､12 名程のｸﾞﾙｰﾌﾟで取り組むため､

ある程度の英語基礎力が必要となる｡(松井) 

 

Q:専門課程留学制ｺｰｽで実施している問題解決型のｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟについて､学生数とﾁｰﾑ数 

は?(貴治様より) 

A:昨年は 7 ﾁｰﾑで 1 ﾁｰﾑ 4～6 人｡一つの国で固まらないよう配慮し､編成した｡ｺﾝﾄﾛｰﾙす

るのは難しいが､取り組んでいる｡(川添) 

 

 

Q:TOEICの受験について 予め受験料を徴収しているのか｡所属している高等学校では進

学後の学部決定の判定基準に TOEIC を採用しているため､受験率は高い｡期末後の成

績に反映されるのは良い取り組みだと感じる｡(貴治様より) 

A:事前に受験料を徴収している｡その為に学生は自分が払ったという意識がなく､ﾓﾁﾍﾞｰｼ

ｮﾝ低下の一因になっている｡(松井) 

 

Q:先生が担当する授業数を統一していないのか｡(貴治様より) 

A:現状出来ていない｡ｺｰｽによって特性があり､先生の裁量にも差がある｡教員の方へ明確

な基準を示せておらず課題だと考えている｡専門性を均一化していく必要がある｡(大谷

内) 

 

Q:地域の行事に参加してくれる留学生がいる｡今後ももっと参加してもらい日本の文化

を感じて欲しいと考える｡(中上様より) 

A:人間力育成にも繋がる為､日本人学生･留学生問わず引き続きお世話になりたいと考え

ている｡(瀧山) 
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基準 5【学生支援】 報告者:大谷内 

今年度､高等教育機関無償化の申請を行い､結果を待っている｡ 

 

5-16｢就職等進路｣ 報告者:川添 

内定率は希望者対象で 100%となっている｡また留学生の受け入れが初めての企業には､

就労ﾋﾞｻﾞへの理解を深める説明を行っており､その結果､内定者の就労ﾋﾞｻﾞ取得率は

100%となった｡ 

 

5-17-1｢退学率の低減が図られているか｣ 報告者:東井 

補講の受講者数を低減させるための仕組みづくりが必要である｡連続欠席者への早期対

応や期中面談を増やす等､学生との関係作りや早期に対応できる仕組みを強化した｡また､

学生相談室との連携を強化し学生の居場所作りに取り組んだ｡ 

 

報告者:新谷 

退学率低減に関しては､ｺｰｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの工夫に限る｡入学時から卒業後の進路について夢を

与えると共に､社会の厳しい部分を伝えていくなど工夫を行った｡またﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

として企業見学を実施し､企業からの意見をいただいた｡1 年後期には退学者が増える傾

向にあるため､先輩との交流や共同ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを実施し､身近に目標となる先輩がいる環境

を作るよう努めた｡また､科目によって出席しない学生がいたため､該当する科目担当者

に他の授業を見学していただき､講師の授業改善を行う為の取り組みを行った｡ 

 

5-18-1｢学生相談に関する体制を整備しているか｣ 報告者:東井 

5-18-2｢留学生に対する相談体制を整備しているか｣ 報告者:東井 

学生相談室との連携を図り､学生だけでなく担任も繋がることが出来る仕組みを確立し

た｡また学生相談室のｶｳﾝｾﾗｰによる学生ｹｱの研修を全教職員に対して実施｡加えて月次で､

教職員と学生相談室で MTG を行っている｡留学生に対しては個人面談､長期休暇前ｵﾘｴﾝﾃ

ｰｼｮﾝの実施や出席管理の徹底等､留学生事業部と連携を行い､一人一人の留学生を把握す

るように努めた｡ 

 

報告者:伊藤 

進学指導に関しては担任が行うが､担任からの相談を教務課ｽﾀｯﾌや学生相談室ｽﾀｯﾌが連

携して対応できる体制を整えている｡前回､卒業生よりｷｬﾘｱｺﾝｻﾙﾀﾝﾄのような存在が欲し

いという意見があり､卒業生によるﾁｭｰﾀｰ(学生ｱﾙﾊﾞｲﾄ)制度を導入し､5 名体制で運営して

いる｡編入後や就職活動時の話を聞くことができるので学生にとって良い機会となって

いる｡まだまだ対象人数が少ないので今後強化していきたい｡ 
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5-20｢保護者との連携｣ 東井 

保護者との連携強化のために年 2 回保護者会を実施している｡遠方の方に対しては､別日

程を設けて面談を実施したり､保護者との連携の機会を大切にしている｡問題のある学生

については早期に保護者の方へ連絡を行い､改善に向けての連携強化を図った｡ 

 

報告者:新谷 

ECC 国際外語専門学校は英語学習の一環として留学を推進しているが､危機管理対策が

十分ではなかったため､今年度より､JCSOS(海外留学生安全対策協議会)に加入した｡こ

れにより危機管理体制が強化された｡また留学中の情報を保護者と共有することで危機

管理意識の向上に努めた｡ 

 

 

5-21-1｢卒業生への支援体制を整備しているか｣ 報告者:福本 

卒業生への支援体制については､校友会の充実化に継続して取り組んでいる｡昨年第 1 回

目を実施し 63 名が参加した｡第 2 回目となる今年は 11 月 2 日に実施を予定しており､

参加人数 100 名を目標としている｡卒業生の誘致方法について学生ｱﾌﾟﾘやﾊｶﾞｷ､学園 HP

で告知していく｡また､日頃より卒業生との接点を多く持つために､GEAや各ｺｰｽの学習成

果発表会､文化祭等に招き､卒業生が気軽に母校を訪れる環境づくりに注力していきたい

と考えている｡ 

 

報告者:新谷 

ﾎﾃﾙｺｰｽは就職後に卒業生が学校を訪れる機会が多く感じる｡卒業生に対して帰りたい場

所を提供したいという思いから､卒業制作に､卒業生も招いている｡そのため在学生は卒

業生が学校へ訪れるのを目の当たりにし､気軽に母校を訪れる環境があるのだと認識し

ている｡ 

 

報告者:木村 

国外(ﾀｲ､台湾､韓国)でも同窓会を年に 1 回実施している｡卒業生と交流を持つことにより､

卒業生の活躍状況や､社会のﾆｰｽﾞにあった教育が実践できたか等を検証している｡今後は

他国での開催を目指し､取り組む｡ 
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基準 6【教育環境】 報告者:大谷内 

ICT 環境の整備､留学でのﾄﾗﾌﾞﾙに対応するための方法を確立するよう努めた｡ 

 

6-22-1｢教育上の必要性に十分対応した施設･設備･教育用具等を整備しているか｣ 

報告者:東井 

2018年度は全館Wi-Fi化に加え､全教室に講師用ﾊﾟｿｺﾝ､ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ又はﾃﾚﾋﾞを設置した｡

2019 年度は ICT 化推進に向けた､取り組みを模索している｡前期については学習ﾂｰﾙの

導入､研修を実施した｡ 

 

報告者:伊藤 

大学に比べて施設面を充実させるには限界があるため､ｺﾝﾃﾝﾂの充実化に注力し､受験情

報や図書 2448 冊を学生が閲覧できる環境を整備した｡今後は留学生との交流できる機

会等を作って行きたいと考えている｡またさらなるｺﾝﾃﾝﾂの充実化に向けて､外部研修や

大学の図書館見学等を行っていきたい｡ 

 

6-23｢学外実習､ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ等｣ 報告者:新谷 

今年度留学へ行く学生が多く､学校だけでは管理できない状況にある｡そのため外務省と

の連携や､ﾏｽｺﾐ対応などﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを考え JCSOS へ加入した｡ 

 

【基準 5･基準 6 に関するご意見･ご質問】 

就労ﾋﾞｻﾞ支援について､企業側へのｻﾎﾟｰﾄは良い取り組みだと考える｡進学ｾﾝﾀｰにおける

卒業生ﾁｭｰﾀｰ制度についても魅力的に感じる｡就職後躓いてしまう学生も居るので､卒業

生に対する学校側のｻﾎﾟｰﾄ体制を充実させる取り組みはとても良い｡(下西様より) 

 

退学率の軽減について､保護者への連絡はﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの観点からも良い､また授業を欠席

する学生の理由として経済的事情によりｱﾙﾊﾞｲﾄを優先する学生も見受けられる｡(小椋様

より) 

 

Q:留学生への就労ﾋﾞｻﾞ支援は企業としても有難い｡近年外国人労働者が増えており､関東

の入国管理局が追いついておらず､入社したくても入社できない状況にある｡数年後に

は関西も同じ状況となると危機感を抱いている｡また､学生や保護者との連携は良いと

感じるが､学生と面談していて､近年の目立った傾向はあるか｡(西出様より) 

A:安易な考えで動く学生が多くなっていると感じている｡また､ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力が年々低く

なっており､人と一緒に取り組むことを苦手とする学生が多く､自ら情報発信をしよう

としない傾向にある｡(東井) 
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Wi-Fi 環境整備やｽﾏﾎ活用の試み､保護者との連携は良い取り組みだと考える｡所属してい

る高等学校でも WEB にて保護者ｱﾝｹｰﾄを実施している｡またﾚﾎﾟｰﾄ提出の際も WEB を活

用しており､大事だと考える｡(貴治様より) 

 

昔と比べて学校側の学生に対する対応が変わっており､ｻﾎﾟｰﾄの厚さを感じる｡(中上様よ

り) 

 

基準 7 【学生の募集と受け入れ】 報告者:洪 

入学希望者への情報提供､入試､学納金について報告させていただく｡情報提供において､

現代の高校生は SNS や WEB ｻｲﾄから独自で情報を得ているので､ｲﾍﾞﾝﾄの中では ECC

国際外語専門学校の等身大を伝えるよう取り組んでいる｡入試や学納金については真実

性や透明性を重視し伝えている｡また学内において､入試の結果等を共有し入学時の指導

に繋げていけるよう取り組んでいる｡課題として 3 年制ｺｰｽ設立に伴い､2 年制ｺｰｽとの違

いが理解できるよう､違いをまとめた表を作成するなど説明方法を工夫している｡入学選

考に関して､各入学形態の合格基準を精査し､より具体的な内容になるよう検討中である｡

学納金に関しては､留学をともなうｺｰｽの学費に関する記載や説明に工夫が必要だと感じ

ており､今後は募集要項に掲載すると共に入学説明会でも分かりやすく伝えていけるよ

うに改善していく｡ 

 

報告者:木村 

日本語学科の国籍比率は､70%が中華圏(中国､台湾､香港､澳門)の学生となっている｡留

学生の在留資格認交付に関しては､99%以上許可をされており､適切な留学生の受け入れ

環境が整っている｡また､在籍生の国籍を増やすため欧米からの学生の受入れ､ｱｼﾞｱ地域

の募集も強化している｡ 

 

【基準 7 に関するご意見･ご質問】 

Q:留学は魅力的だが､費用の関係で諦める学生はどうするのか｡(下西様より) 

A:希望制ではあるが､短期留学の効果について説明し､提案している｡(洪) 

 

Q:ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ以外で学校を見学する機会はあるのか｡(貴治様より) 

A:ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ以外にﾐﾆ説明会や個別相談会等も設けている｡(洪) 
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基準 8【財務】･基準 9【法令等の遵守】 報告者:瀧山 

基準 8 の｢財務｣､基準 9 の｢法令等の尊守｣については学園本部にて一括して作成してい

る為､資料の確認をして下さい｡ 

 

9-34-3｢学校関係者評価の実施体制を整備し評価を行っているか｣ 報告者:大谷内 

学校関係者評価に関して､年 2 回実施しているが､今後は形式的なものに留まらず外部評

価の位置づけをより強固にしていきたい｡ 

 

基準 10 【社会貢献･地域貢献】 報告者:大谷内 

大阪府より実践的英語体験活動推進事業(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)を委託しており｡高校生に

対して実践的に英語を活用した体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを提供している｡現在 1000 名を超える高校

が参加しており､今年は 2000 名の来校を目標としている｡ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に対しては､専門

に取り組む部署として社会貢献ｾﾝﾀｰを設置し､人間力向上に向けて推進している｡また地

域や企業との連携も強化していきたい｡ 

 

基準 1【教育理念･目的･育成人材像】 基準 2【学校運営】 報告者:瀧山 

大学生に比べて､専門学校は 2 年間という期間しかない｡そのためしっかりと人材教育を

行い､社会へ輩出していきたいが､就職活動を開始する時期も早くなっている状況の中､

十分な教育を実施できないまま卒業していく学生も一部居るのが課題と捉えている｡学

校として国際力､専門力､人間力を兼ね備えた人材を輩出していきたい｡その為 3 年制ｺｰｽ

を設立し､2 年制ｺｰｽからの転換を進めている｡現在はｴｱﾗｲﾝの分野で導入を進めている｡1

年次はしっかりと英語力を身に付け､そこから専門力を身に付けていく｡現在 24 名定員

としているが､現時点で既に充足しているため､次年度以降は定員を拡大していきたい｡

その他総合英語ｺｰｽも 3 年制ｺｰｽに移行することが決定しており､ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ英語ｺｰｽとして

今年の 12 月より募集を開始していく｡成果が見えてくるのはまだまだ先だが､学生がし

っかりと力を付け社会へ輩出できるよう取り組む｡課題として学力の 2 極化が目立って

いる｡出来る学生をさらに伸ばす教育と基本をしっかりと身に付けていく教育の両面を

考え取り組んでいく｡その一環としてｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞに取り組んでいく｡教員確保について

は､専門性が問われる分野であるため､色々な方の意見を伺いながら､長く勤務していた

だけることも含めて勤務環境を整えていきたい｡ 

 

報告者:塩谷 

学校関係者評価の意義を踏まえて､本日は委員の皆様より貴重な意見をいただけたかと

思う｡その意見は今後の学生の成長に繋がっていくと考えている｡ 
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報告者:瀧山 

本日は貴重なご意見を賜り､ありがとうございました｡ECC国際外語専門学校では2019

年 8 月 1 日に自己点検評価を行ったが､実際に現在の取り組みが正しい方向に進んでい

るのかを確認させていただく機会として､本日は色々な意見をいただくことが出来た｡今

後も多方面からのご指摘を真摯に受け止め､引き続き運営を行っていきたい｡ 

 

次回の開催は2020年2月22日を候補日として考えており､日程確定後､改めて連絡さ

せていただく予定｡ 

 

以上 

 


